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望月勝海 教 授を悼む

鮫 島 輝 彦・

当 教室 主任望月勝海教侵は紹和 38軍 11月 23日 商癌のため君、逝された。享

年 58オであった。 9月 4日 に 胃 切除手術を受けられてから僅かに 2カ月半で

あった。 7月には災害研究のため飯田地方に出掛けられた? . 8月初めには高

校地学教員申請習会の講師を勤めら れ た り し て 活 躍 さ れ て 居 ら れ た 1 -.祷臥さ

れた の は 手 術の前後 20日間わお亡なりになる前の 20 日間主であった。

望月教疫の地学に対する貢献は地体構造輸を主軸とする構造地質学の介野と

旧市Iji高等学使 ，新日出l大学における 35年半の氷きにわたる教育莱績と多数の教科

書の執筆り他 ，地学!I!.地理学の 分野にも一石を投ぜられ .X晩年巳は災害地

質に取組まれて居られた。

御 若 搭 15巻 ， 学術論文約 50縞を数える。

処女作は大 正 14年( 1925 )水戸高等学校生徒時代に 地球第 3巻に投摘され

た 「南部阿武隈山脈の地形考察 Jであって ，このー 篇 の 中 に 既 に 地 体 構 造 ，地

形学， 地質 災害など生涯の主胞とされた各舟野に対する関，じが包含されている

のを発見する。 激 石盤りの名文で始まるこの論文は ，教農の著作の総てに共通

する力強く朗々とした文章の序曲と 見倣されるので ，ここにその冒頭。 一 部を

引用しよう。

「美しい北常陸の平原ー林 と品に彩られ所々に池沼をたたへ緩い勾配の聞

には本 国が開けて い るー を越して ，*戸附近の丘から 北 方を混むと或時ほ

模糊止して ，或時は劃然として阿武 隈 山E曜の南脚が見える。京都か申東山 ，

_ f 北 山 を寛るや 5な 親 しき暖さでなく ，北方特有な色の空に覆はれ武久に眠

る圏 王の如く深い 魅 力 t持ちながら懐疑的 な又 お伽噺的な気分を起す。

東町方 鍵々 と鋭〈丘陵のやうな山 .その中に煙をあげてゐる 目立の煙突

と真弓山の大 理石原取場の 自 さとが自につ〈。これだけり間隔は鉱山の援

も 雑沓 喧騒を想起せしめずして ，西行法 師 の 行方 も知らぬわが思ひかなと

・文理学部助教授
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歌った 富 士 山 の 煙 を 偲 ば せるりである。限を徐々に酉方に転ずれば高鈴山

(624潟大き〈議え ，それよ り 平 ん に 或 は 雄 大 に 起 伏 を 続 け て ゐ る 。 然し

そり西端に来た時 ，一度極錫し湿度に刻まれし仁王の筋肉の如く盛り上り

更にーベん断絶し，低i!"'J、起伏として月居山 ・長福山の二つが大絶皇室の 下

に問形 を な し て 見 え て ゐ るのは注意しなくてはならない。快時の日は八梅

山(1010)の円頂と端然たる那須獄(1912) とが仰がれる。何しろこの銚

望は決 Lて 明 る い 快 い も 白 ではない。断千と Lて出入を拒み沈黙を欲 Lて

ゐる盛である。 」

望 月教授町名著「地質学入門」は昭和 6年 (1931)の初版で ，沼和 3年東京

帝 国大 学理学部地質学科を御卒業後直に金沢の第 4高等学校に赴任され ，僅か

3年後に一週 17時 間 の 民 業 の 重荷を負いながら執筆されたものである。初版

の序文の一部を引用 Lょう。
ざ ζ とと

「煩甚も世からぬ中に浅学司著者がをこがま!.-<雑魚の魚まじりをするの

は各蓄がその著者によって特徴を異にする故いくら有ってもよいと云う信念

からである。又北陸の4の荒 天 に 鎖 さ れ て ， 下 宿 の 窓 を た た く 雪 や 綬 に対

す る 壷穆を慰めん事も動機のーであった。若し本書中に 「地質学λ門 」 に

適 は しからぬ独断的なもの有りとせば ，その基盤の爆発として寛恕を乞 ふ

次第である。昭和六年六月三日 尾山按下にて 」

昭和 18牢 に 上 梓さ れた 「大京亜地体構造論 Jは ，昭 和 8年 頃 か ら 関 心 を高

められ，主題が昭和 13年(1938)に Jap，Jo山，むeol.Ue唱じに二つの英文 輪

文 “AStudy of Japanese Arcuate回 ountains ..と“onSOme Features of 

the川 eeting of Arcs in the Japanese Archipelago" として提出された独自Ij

的 な地体構造論の集大成で ，望月教侵の学問に対する直接 D最大の貢献と見倣

さ れ る も のである。惜しい事に 2千部印刷された筈であるが ，そり大部分は戦

災によって灰越に帰したらしく ，現在では古書庄でも稀刊本に属するものとな

っている。

戦 後 地 学教育が新 Lい 息 吹 きを営み始める時 ，かね て地 学 史 に興味を抱いて

居られた教授は ，日 本の地学界の将来の基礎を固める意味で昭和 23年 (1948)

に 「日 本地学史 」 を あら わさ れた。国土は荒廃し文食料事情も最悪であった時

期に ，御病気の臭様と 6人のお子僚を抱えられて ，なおこのような地道な後れ

た 著 書 を 執鑑されたのは力強く安定した椅神力。喝に他ならない。本書もまた
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初 版のみで絶版 と な っ て い る が 十我閣の地学史書としては現在でも唯一のもり

である。

昭和 31年 (1956)に!日版を完全に改訂 された「新版地質学入門 」があらわさ

れた。 r地質 学 入 門 が で た の は 25年前。 当時は独身の青年，今は頭髪に臼き

をま じえ ている。世の変りかたは一層すき主じい 。この序 文を書きながらも，

「年たけてまた越中べしと，思いきや命なりけり佐夜町中山 Jという西行の歓き

を禁じない。!日版は発行部教も万をもって教え，いささか世の中に役立ったこ

とは著者としてよろこばしい。」と序文に述べられている。

望月教授は昭和 16年第 4高等学伎から旧市IJ静開高等学校に移られ。昭和 24

年静岡大学発足と共に文理学部教授となられ ，唱和 26年に 5人町職員がそろっ

て地 学 教 室 が開設されて以来 12年間教室主任を勧められた。この間文理学部

長 ，学 生部 長を 歴 任 せ ら れ 忙 し い お体であったが，著作に研究に寸暇を曹jいて

地 学 し ず は たにも度 々投稿して下さった。

しずはた 21号(1962牢)に寄せ られ た 「大地形 ・地質構造の根本問題をめ

〈る第 z梢 Jは最後 。論文となったもので ，r大東亜地体矯造論」以来 20年

l聞のこの舟野の進展を操り入れて ，以前に取り上げられた諸問題を新しい光の

下で再び検討されてい る。 己目論文は教授。地体精進柏白完成への第 2段階 の

礎石となる菩 の も の で あ っ た と 考えられ ，文孝にも新しい意欲。気脱が充牙に

窺える。

「 どう も書噛を脱み続ける気力が無くなって闘っています。」と死 D病床に

あ って も洩 された よう に ，統書を愛され ，一生涯全力を挙げて勉強された製月

教授の生き方は私遺にとって常に鏡であった。 1画も医学の総力を結集しての攻

撃 の前に宇がてはかの結犠のように僕被される日を迎えるであろう。その日を

またずして発病された事は不撃と云うより仕方がない。残された臭僚や 8人の

御 子 緑町御歎きは御察しするに余りあるのは勿論であるが ，私達もかけがえ の

ない 指導 者を失い ，日本町地学界も優れた先導者の一人を失ってしまった。

ここに盟月教授。足跡の一端を記し追悼の辞にかえたい。

石ゃr;あいてにむなけれども

よき人つどう地学 しずはた

(地学しずはた娼2号に贈られた歌)
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